
 

  
 
この時期、毎年のようにこの句を紹介しています。私のお気に入りです。

「苦難の時期を乗り越え、草原の丘に立ち、温かく穏やかでありながらも爽
やかさを感じる春の風を受けながら、強い決意を抱き、凛とした姿で未来を
見つめている・・・そのような情景が浮かんできます」と書くのも例年と同
じです。 
昨年度、「推進員さんたちが気持ちよく動けていないのではないか？」「学校の先生方に負担感があるの

ではないか？」「この事業は機能しているのか？」などの声が届いてきました。他にも、「地域の方々への
周知が足りない」「地域ボランティアの発掘が難しい」などという課題もありました。 
「さて、どうしたものか・・・」と首を捻っていると、「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動

の一体的推進」がそれらの課題の解決の糸口にならないか、と考えるに至りました。如何でしょうか？ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進 

 人を育て 地域を創る 玉名市地域学校協働本部 

事業だより第５７号 

令和４年５月２日 

 
文責：玉名市教育委員会 社会教育指導員 村田二昭 

春風や 闘志いだきて 丘に立つ （高浜虚子） 

なぜ今、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の 
一体的な推進が必要なのか 

地域では、少子化・核家族化等の経済社会の変化、地域にお
ける地縁的なつながりの希薄化、地域の人間関係の希薄化等に
よる地域社会の停滞や教育力の低下が指摘されています。 

学校では、保護者の学校に対するニーズの多様化、生徒・児
童指導に関わる課題の複雑化、教員の働き方改革の必要等か
ら学校を取り巻く問題が複雑化・困難化しています。 

そうした状況の中、「よりよい学校教育を通じてよりよい社会
を創る」という新学習指導要領の目標を学校と地域が共有し、未
来の創り手となるために必要な資質・能力を育む「社会に開かれ
た教育課程」の実現に向けて、相互の連携・協働のもとに学校づ
くりと地域づくりを進め、一体となって子供たちの成長を支えていく
ことが必要です。 

コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を 
一体的に進めるために 

Ｓｔｅｐ① 学校運営協議会 
関係者で目標やビジョンを共有することが重要で、学校運営

協議会の協議や熟議等がその役割を果たします。  
Ｓｔｅｐ② 地域学校協働本部  
   Ｓｔｅｐ①の結果を踏まえ、幅広い地域住民等が参画すること

によって、教育活動や地域学校協働活動の充実や活性化つ
ながります。 

 
学校運営協議会と地域学校協働本部は、 それぞれがもつ 

役割を十分に機能させ、一体的に推進することで、相乗効果を
発揮し、学校運営の改善と地域づくりに資する活動が一層進んで
いくことが期待されます。 

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて 
次代を担う子供に対してどのような資質を育むのかという目標

を共有し、地域社会と学校が連携・協働し改革が進められていき
ます。そこでは「学校運営協議会（地域とともにある学校づくり）」と
「地域学校協働本部（学校を核とした地域づくり）」がその改革の
両輪で、その両輪をつなぐ「軸」が「社会に開かれた教育課程」で
す。両輪の一体的推進が「社会に開かれた教育課程」の実現に
つながります。 
 
※「社会に開かれた教育課程」とは 
  〝より良い学校教育を通じてより良い社会を創る″という理念

を学校と社会が共有し、連携・協働しながら、新しい時代に求
められている資質・能力を子供たちに育む教育課程 
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発行予定 内    容 

４月号（４月中旬） 事業の概要 等 

５月号（５月上旬） 事業の概要 等 

６月号（６月上旬） 事業の概要 等 

７月号（７月上旬） 放課後子ども教室の活動紹介 

８月号（８月上旬） 玉名中校区（玉名町小、築山小、滑石小、玉名中）の活動紹介 

９月号（９月上旬） 玉南中校区（八嘉小、伊倉小、玉南中）の活動紹介 

１０月号（１０月上旬） 玉陵中校区（玉陵小、玉陵中）の活動紹介 

１１月号（１１月上旬） 有明中校区（大浜小、豊水小、横島小、有明中）の活動紹介 

１２月号（１２月上旬） 岱明中校区（大野小、睦合小、鍋小、高道小、岱明中）の活動紹介 

１月号（１月上旬） 天水中校区（玉水小、小天小、天水中）の活動紹介 

２月号（２月上旬） 年間の総括的内容 

３月号（３月上旬） 年間の総括的内容 

ある校長先生から聞いた話です。「地域学校協働活動をやっていると、地域の方が涙を流しながら子供たちに『あり
がとう』とおっしゃいました。するとそれを受けた子供たちが『ぼくたちがお世話になっているのに、なぜ地域の方がお礼
を言われるのだろう…？』と考えていました…」。 

子供たちに今はその答えは見つからないかもしれませんが、成長しながら地域の方の想いを推し量ることができるよ
うになっていくことでしょう。そして社会の担い手となっていく。そのようなことが営と々して営まれていく中で『文化』が生
まれていくのだろうと思われます。 

＝編集後記＝ 
 

事業だより「人を育て地域を創る」発行計画 
 

「地域学校協働活動」の効果例 
【子供たちにおける効果】 

◎「〇〇ができるようになって嬉しいです。」 
◎「自分も地域の一人として、少しでも地域の力になれるよう

になりたいです。」 
◎「地域の方と気軽に挨拶ができるようになりました。」 
◎「中学生になったら、小学生への読み聞かせをしたい。」 

【学校における効果】 
 ◎「子供たちの登下校時に声をかけてくれる方が増えて、見

守りの効果が高まりました。」 
◎「学校教育だけでは教えられないことも、地域の方から数

多くのことを学ぶことが増えました。」 
◎「教職員の働き方改革につながります。」 

【地域における効果】 
 ◎「そろばん講座のおかげで、学校では“そろばん先生”と呼

ばれ嬉しいです。」 
◎「地域の祭に中学生が企画・運営に入ってくれるので、これ

からも引き継がれていくことでしょう。」 
◎「学校に行く機会が増えて、地域の仲間も増えました。」 

 

❶ 各校区の活動の様子を事業だよりで紹介していきたいと思います。活動の様子を写真に撮り、
写真のタイトル（〇年生の～、◇◇の学習、☆☆の時間、△△活動等）や子供、地域ボランティ
ア、地域学校協働活動推進員、担任や地域連携担当職員等のコメントを蓄積しておいてください。 

❷ 上の「事業だより発行計画」をご覧ください。発行予定の前月に本部事務局からデータ提出の
お願いを発信しますので、それに依って提出をお願いします。 

❸ データの提出先は、community@city.tamana.lg.jp です。 
❹ 皆様から寄せられた情報等をもとに事業だよりを作っていきます。どうぞよろしくお願い申し
上げます。 

❺ 変更の希望やご意見、お尋ね等がありましたらコミュニティ推進課☎75-1312 までお寄せくだ
さい。 
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